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のは，2020 年 2 月頃であった．それ以来，日本福祉大学（以下「本学」）が所在する愛知県には
複数回に渡って緊急事態宣言が発出され（県独自の宣言を含む），本稿を作成している 2021 年 5
月現在，4 回目の緊急事態宣言下にある．











　本学においては，愛知県が 4 月 10 日に「緊急事態宣言」を発出したことを受け，全学生・教
職員に対し，キャンパス・学校内への不要不急での入構を制限，課外活動，外出自粛を要請し
た．その後，5 月 11 日より遠隔会議システム（Zoom）を活用して前期授業を開始し，　感染状
況が落ち着いてきたことを踏まえ 6 月 29 日から対面による授業に移行した．しかし，再び感染






























































ため，Zoom を使用した．この時期，大学内では Zoom を使用しての教育活動が軌道に乗り始め
ていたが，福祉現場や地域ではこのようなツールが普及している状況ではなかった．みはま福祉
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